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編集後記
●歳を重ねて，時間のスピードが年々速くなっている
との感覚を抱く．大学時代に友人に教えてもらった説
で，10歳の人にとって1年は人生の10分の1，20歳
の人にとって1年は人生の20分の1なので，そんな風
に1年は年々速く進むように感じてくるとのこと．友
人の自説なのか，どこかに書いてある話の転用なのか
はいまだ不明．OR風に言い直せば，1年の時の流れ
は人生の長さに反比例か．なんとなく感覚に合う気も
する．
●しかしこの説だと100歳の人は1年がすごく速く感
じてしまう．自分は100歳を経験したことはないが，
100歳近くまで生きた曾祖母の毎日はゆったり流れて
いたように見えた．見えただけで，本人は速く感じて
いたのか．確認してみたい欲が湧くが，その方法が思

いつかない．
●同じ友人から聞いた別の説．悲しいことは他の人に
話すと2分の1になる．楽しいことを他の人に話すと
2倍になる．この説も自分の能天気な感覚には合って
いる．良い研究をしたとか，素晴らしい賞を取ったと
か，幸せなニュースはどんどん他の人に話してコミュ
ニティーみんなで喜びを倍増させたほうがよい．ちな
みに，嫌なことを他の人に伝えると自分に反射してく
るのでやめたほうがよい．
●ヒトの膨大な行動データを基にマーケティングサイ
エンスでは有意義な知見をなるほどという手法で導き
出し興味深い．その背景にあるヒトの感覚もモデルと
なるのか．1年が速く進むようになっても，ORの進
展をしっかり楽しみ続けたい．
 （根本俊男）
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